
18透析清浄化に向けて

―生菌数モニタリングの意義と必要性―
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目的

･新設コンソールの生菌数及びエンドトキシン値の変化を導入時より､モニタリングすることによ

り汚染時期を予測｡

･洗浄方法の違いにより､清浄度に差が出るか下記に示した3種の洗浄方法を試行｡

①ディアロックスS-Z一晩封入
②ディアロックスS-Zシングルパス
③次亜･酢酸シングルパス

また､ディアロックスS-Zのメーカー推奨濃度は､一晩封入では50倍希釈､シングルパスでは
35倍希釈ですが､今回納入したコンソールでは35倍希釈設定が不可能なため50倍希釈に

て使用した｡

図 1)透析配管図と試料採取ポイント
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方法

<生菌数測定>

･ろ過方法:ナルジェヌンク製 ナルゲン 130

分析フィルターユニット(0.45pm)

･培養方法:R2A培地､27度､7日間培養

<エンドトキシン値測定>

･トキシノメーター MT5500

<菌種同定>

･日本ビオメリュ-製 アピ20NE

･ 日本べクトンディッキンソン製 BBLクリス

タル GP

また､表示方法として､試験の精度を表現す

るには､ろ過量が重要と考え､今回下記の

表示方法を提案し使用した｡ろ過量 1000mL

から生菌50個が検出された場合

50Cfu/1000mL-50×1013Cfu/mLと表示｡

透析配管図と試料採取ポイント

･透析コンソールは全台個人用集中配管で

(図 1参照)､RO水配管､RO水枝配管､R

O水タンク内､B液配管､B液枝配管は､夜

間､低濃度次亜にて封入洗浄している｡な

お､既設コンソール設置から7年経過してお

り4年前から配管内低濃度次亜一晩封入を

実施している｡

試料採取ポイントは､

(DRO装置出口のRO水

②新設コンソール3台

③既設コンソール1台､よりETRF前透析液

とした｡

結果1RO水の生菌数とET値

･RO装置出口のRO水の2005年 10月から

2007年4月までの18ケ月間の生菌数とET

値の推移をみると､2006年 10月 2007年 2

月､3月に生菌数の突発的な増加がみられ､

ここで検出された菌の大半はメチロバクチリ

ウムであった｡

ディアロックスS-ZでのROタンク洗浄後にお
いても生菌数に変化はみられなかった｡(グ

ラフ1参照)

08

0▲
03

0～

OT

･''; " ㌧●十 二:lJl/'叫 tt':;､●､■'….∫
グラフ1)RO水の生菌数･ET値推移

結果2 既設コンソールの生菌数とET値

･既設コンソールの生菌数とET値の 12ケ月

間の推移をみると､生菌数は平均約 70×

1012Cfu/ml程度で推移し､RO水の生菌数よ

り高い値を示した｡(グラフ2参照)
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グラフ2)既設コンソールの生菌数･ET値推移

結果3 新設コンソール導入時の生菌検査

･生菌検査試料は､新設コンソール初回洗

浄後､翌日の透析前にETRFの透析液を採

取した｡その結果､同一採取日のRO水から

検出されていないメチロバクテリウム 1菌種

のみが検出された｡
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結果4新設コンソールの生菌数とET値

･新設コンソールの導入時からの 12ケ月間

の生菌数とエンドトキシン値の推移をみると､

導入時 3台全てで菌数は､高値を示したが､

ここでの菌数は洗浄方法の違いではなく､あ

くまで装置の初期菌数と考えられる｡

1カ月後に全ての洗浄方法で菌数は激減し

2カ月後に全て0×10~3血/mlとなった｡その

後は､数回､わずかに検出されたが菌種は

装置導入時に検出されたメチロバクテリウム

1菌種のみだった｡ET値は導入時から測定

感度未満であった｡(グラフ3参照)

結果 5RO水/新設･既設コンソールから検

出された生菌の種類

･RO水からはグラム陽性菌 5菌種グラム陰

性菌 5菌種､既設コンソールからはおのお

の6菌種 16菌種検出された｡

また､RO水と既設コンソールでの共通する

菌はおのおの3菌種 4菌種であった｡新設

コンソールは､導入時検出されたグラム陰性

菌 1菌種のみであり､現時点でRO水からの

生菌の影響は少ないと考えられる｡既設コン

ソールから検出された菌は22菌種と､Ro水

から検出された菌種より2倍以上であった｡

(表 1参照:表中､RO水と既設コンソールか

ら共通して検出された菌を丸数字で示し

た｡)

結果6 電子顕微鏡での比較

･生菌数においては差がみられなかった新

設コンソールにおいて､使用開始から 10ケ

月後の透析液シリコンチューブ内表面の

200倍電子顕微鏡写真において比較すると､

次亜･酢酸シングルパス洗浄おいてのみ､

少量ではあるが､炭酸カルシウムだと思われ

る付着物が確認された｡

考察

･当院の新設コンソール 3台において､一番

クリーンなのは納入時ではなかったことより､

納入時からET測定とともに生菌検査も必要

であると考える｡

･新設コンソールにおいて､12ケ月間はディ

アロックスS-Z50倍希釈のシングルパスに
おいても､夜間配管内の低濃度次亜封入を

併用することで､他の洗浄方法と同等の洗

浄効果が得られると考えられる｡また､次亜･

酢酸洗浄のコンソールにおいては､電顕写

真の結果､炭酸カルシウム様物質の付着が

確認されたことより今後､ハ◆ィォフイルムの核とな

ることが示唆される｡

･当院の今後の目標は既設コンソールの生

菌を完全に除去することであり､その目標が

達成出来れば､クリーンな状態の維持は可

能と考える｡
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グラフ3)新設コンソールの生菌数･ET値推移

Ro水 既設コンソール

(D Corynebacten'umpseudotube/℃ulosisG(+ー (D Cownebacten'umDSeudotube′Cu/OSisG(+)

② corynebacteln'umbovisG(+) @ Colynebacten'umbovisG(+)

@ RhodococcusequiG(+) @ RhodococcusequiG(+)

④ pseudbmonasaeruqI'nOSaG(-ー: @ PseudomonasaeruqinosaG(-)

@ SphJ'n_qOmOnaSPauCimobI'II'SG(-) 6) Sphin_qomonaspaucimobiII'SGr一一

@ Burkholden'acepaciaG(-) @ Bud{holden'aceDaCI'aGH

@ Methvlobacten'umspp.G(-) @ Methvlobacten'umsDD.G(-)

8 BacillusbovisG(+) 8 LactococcusrafWnolactisG(+)

9 Corynebacten'umsppG(+) g Corynebacten'umaquaticumG(+)

lO ComamonasacidovoransG(-ー 10 BaciIJusbrevI'SG(+)

ll Sphingobacten'umspin'tivorumG一一)

新設コンソール 12 RalstoniapI'CkeuiiGH

1 Methvlobacten'ummesoDhI'IIlcumG(-) 13 Sphin_qomonasmizutaeG(-ー

14 StenotrDPhomonasmaltophiliaG(-)

15 Methv/obacten'ummesophilicumG(-)

16 AqrDbacten'um招diobacterG(-ー

17 AcI'netObacterlwofWGL一一

18 PsychrDbacterphenvlpyruvicusG(-)

19 AIcalI'qeneSXV/OSOXidansG(-)

20 AIcaII'geneSdenI'tn'RcansG(-)

21.AIcalI-_qeneSfaecall'SG(-ー

22 BleVundl'mOnaSVeSiculan'sG(-)

表 1)RO水/新設･既設コンソール生菌

- 63-



おわりに

･新設コンソールをクリーンな状態で数ヶ月

間維持することは比較的容易であったが､

今後も新設コンソールの生菌検査を継続的

に行い､洗浄方法等を検討しクリーンな状態

を維持し続けることにより､ISOの基準実施

時に､基準をクリアできる透析液清浄化の管

理能力の取得に努めたいと考えている｡
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